


太子の愛馬の黒駒。その舎人（従者）を調使麿といいます。
足首の白い、甲斐の黒駒（烏駒とも）は神馬で「飛ぶこと雷
電のごとし」といわれ、太子が試に乗ったところ、東へ向か
い、さらに富士山を越え、甲斐、信濃国（長野県）を過ぎ、
三日後に飛鳥（明日香）の地に帰ってきたといいます。
太子は、斑鳩の地より、黒駒に乗って、西へ二上山と信貴山
との間の竜田道、大津道で大和川を渡り、そして北上し四
天王寺、住吉社、難波宮へ、また大王の政治を助けるため
に、飛鳥の小墾田宮までの道のりを幾度となく通われたの
でしょう。（１）

今年、午年は、行動力、社交性、エネルギーに満ち、新しい
挑戦や冒険に適した年だそうです。黒駒ほどの神馬はなく
とも、自分の足でいきたいところに行こうではありません
か。皆さまのご健康をお祈り申し上げます。
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「聖徳太子と愛馬」（AIイラスト）
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（１）奈良のむかしばなし　第80話2023年2月号

「近畿地図」

四天王寺

住吉社
信貴山

二上山

生駒山

三輪山

飛鳥京

斑鳩
竜田道

難
波
大
道

大
和
川

淀川

琵琶湖

大津道

絵　山崎しげ子氏
（奈良のむかしばなし　第80話2023年2月号より）
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３月２０日（金）

（船橋中央は12：00にペット霊園の春彼岸会を行ないます）

行事案内（１月～７月）

春の彼岸会大法要

４月８日（水）

花まつり（お釈迦さまの誕生日）

10：00　14：00
10：00　11：00　12：00　14：00
10：00　11：00　12：00　14：00

春の彼岸の中日に行われる大法要です。
彼岸とはかなたの岸、悩み苦しみの多い我々の住んでいる世界（此岸）から解き放たれた安楽の地です。彼岸に旅立た
れた故人さま、ご先祖さまをご供養し、今までしてくださった数々のことに感謝の気持ちを伝えましょう。
釈迦寺の彼岸会では、大本堂に卒塔婆を建立して、読経供養を厳修いたします。
詳しくは別紙のお申込用紙をご覧ください。ホームページからもお申込みいただけます。

仏生会、降誕会ともよばれます。寺内に花御堂を作って中に誕生仏を安置し、甘茶をかけてお祝いします。お生まれに
なった地であるルンビニ―のお花畑を模してお花で飾ります。ご参拝者も甘茶をかけてご加護を授かることができま
す。甘茶も振舞われます。事前のご予約は必要ありません。参加費はございません。

4月8日の花まつりはお釈迦さまのご生誕を祝うお祭りです。この世に生まれたとき「天上天下唯我独尊」
と言われたお釈迦さまのお姿を、ルンビニー園の春を思わせる美しい花で囲い甘茶をかけて祝います。
正式には灌仏会といい身体健勝や心願成就を祈る行事でもあるのです。
仏教の行事の中でもひときわ華やかな行事です。苦しみから人々を救済するために真理の教えを世に広
めてくれたお釈迦さま。そんなお釈迦さまの面影にぜひ会いに来てください。

釈迦寺僧侶　青柳哲秀

15：00各寺院

定例行事（１月～７月）

花まつりに添えて

月例法要では、先祖代々や水子供養、月命日などのご供養を月に一度行っております。各寺院に直接お申込
みください。一霊位5,000円

（下記日程の日曜日、午前９時から開式）

1月18日／2月15日／4月19日／5月17日／6月21日／7月19日
1月11日／2月8日／4月12日／5月10日／6月14日／7月12日




